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これは８月 12 日に広島城門外に掲示されたものの写しである。『芸藩志』によれば、８

月 12 日は「人民の暴動益々猖獗 と為り」、また「街中は恰 も戦地の情況たり」という状

態であった。広島県当局は、ついに兵力による鎮圧を決め、城下に集まった民衆にあらか

じめこれを掲示して警告した。
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